














































































































いだので. 1638年 1月17月(寛永14.12.3 )には長崎に帰り着いた。市中は
平穏だったので，彼は喜びに耐えなかった。長崎の市は皇帝(将軍)に直属
し皇帝が特に重要視していた土地だったので，各地からの兵が警備に駈け
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当な方法で申し出るためである。
























































































































































た。平戸侯の大砲 3門一一 1門は12ポンド砲，他は 4"-'5ポンド砲一ー
が小舟で送られてきた。
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たことは事実である。乱終結後19日目の1638年 5月2日(寛永15.3 . 19)の



























































o 1610年 3月14日付，フランチェスコ・パシオの書簡。 r(マードレ・デ・
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